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平
成
18
年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
23
年
５
月

末
ま
で
に
住
宅
の
寝
室
及
び
寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
の
階

段
部
分
等
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
昨
年
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

促
進
を
目
的
と
し
て
、
町
内
各
世
帯
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
無
料
で
１
世
帯
あ
た
り
１
個
配
布
し
て
し
ま
す
。（
た
だ
し
、

民
間
賃
貸
住
宅
、
介
護
施
設
等
福
祉
施
設
、
公
営
住
宅
は
除

き
ま
す
。）

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
、
町
か
ら
の
配
布
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
岩
美
町
役
場
総
務
課
又
は
、
岩
美
消
防
署
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱
を
感
知
し
、
ブ
ザ
ー

や
音
声
で
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
る

警
報
装
置
で
す
。

　

平
成
18
年
６
月
に
消
防
法
が
改
正

さ
れ
、
平
成
23
年
５
月
末
ま
で
に
住

宅
の
寝
室
及
び
寝
室
が
２
階
に
あ
る

場
合
の
階
段
部
分
等
に
設
置
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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せ
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総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
73
︱
1
4
1
1

東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
岩
美
消
防
署
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住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

　町では、震災に強いまちづくりを推進するため、

一般住宅の耐震診断などへの補助を行っています。

　補助の要件などは以下のとおりです。

　

  補助要件・内容

１）昭和56年５月31日以前に建築された一戸建ての住宅であること

２）建築基準法違反により移転等の命令を受けていない住宅であること

３）改修設計及び耐震改修は、耐震診断により耐震性が不足していると判定されたもの

区　分 補　助　率 事業費上限 備　　　考

耐震診断 ２／３
84千円（住居の設計図書が有る場合）

108千円（住居の設計図書が無い場合）
所有者は1/3負担

改修設計 ２／３ 240千円 所有者は1/3負担

耐震改修
33％もしくは43％

※耐震診断の結果による
補助金の額は100万円を上限とする

所有者は67％もしくは

57％負担

住居の耐震性は大丈夫ですか？


